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映
画
評 

１ 
一
般
映
画 

 
『
妻
二
人
』 

 
 
 
 
 
 

 

中
村 

藤
生 

１
９
６
７
年
４
月 

 

大
映 

 

９
４
分 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

監
督 

増
村
保
造 

 
 

脚
本 

 

新
藤
兼
人 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

キ
ャ
ス
ト 

道
子
・
若
尾
文
子 

健
三
・
高
橋
幸
治 

順
子
・
岡
田
茉
利

子 

章
太
郎
・
伊
藤
孝
雄 

昇
平
・
三
島
雅
夫 

利
恵
・
江

波
杏
子 

美
佐
江
・
長
谷
川
待
子 

淳
吉
・
木
村
玄 

  

２
０
１
５
年
は
、
私
に
と
っ
て
興
味
あ
る
新
作
上
映
が
少
な
く
、「
若

尾
文
子 

青
春
」
と
銘
打
っ
た
角
川
映
画
企
画
の
作
品
を
中
心
に
観
ま

し
た
。
若
尾
の
一
フ
ァ
ン
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
お
の
ず
と
関
係
深
い
重

要
な
監
督 

増
村
保
造
作
品
に
強
い
興
味
を
抱
い
て
い
ま
す
。 

 

若
尾
が
出
演
の
増
村
映
画
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
２
０
作

品
が
あ
り
、
１
９
５
７
年
か
ら 

１
９
６
９
年
間
の
１
３
年
間
に
公
開

さ
れ
て
い
ま
す
。
昨
年
か
ら
今
年
頭
に
観
た
中
か
ら
『
妻
二
人
』
の
感

想
を
書
い
て
み
ま
し
た
。 

  

原
作
の
パ
ト
リ
ッ
ク･

ク
ェ
ン
テ
ィ
ン
の
ミ
ス
テ
リ
ー
を
ベ
ー
ス
に

人
間
の
欲
望
・
愛
憎
を
容
赦
な
く
速
度
と
強
度
を
も
っ
て
迫
っ
て
い
く
。

登
場
す
る
四
組
の
男
女
は
メ
ビ
ウ
ス
の
帯
で
繋
が
れ
た
中
で
、
若
尾
と

岡
田
の
二
大
女
優
を
軸
に
展
開
し
て
い
く
。 

 
 
 
 
 
 
 

 

道
子
は
母
と
早
く
に
死
別
し
た
が
、
今
は
父
昇
平
と
共
に
主
婦
向
け

の
啓
蒙
的
出
版
社
を
切
り
盛
り
し
て
い
る
。
そ
の
出
版
社
を
小
説
家
志

望
の
健
三
は
恋
人
順
子
の
紹
介
で
訪
れ
る
。
原
稿
は
に
べ
も
な
く
返
さ

れ
た
が
道
子
の
口
添
え
も
あ
っ
て
、
社
長
昇
平
に
入
社
を
す
す
め
ら
れ

る
。
そ
の
後
、
道
子
と
健
三
の
間
は
急
速
に
進
ん
で
い
っ
た
。 

 

順
子
は
恋
人
健
三
が
小
説
家
に
な
る
こ
と
を
共
に
夢
見
て
支
え
て

き
た
が
他
の
女
と
結
婚
す
る
裏
切
り
に
合
う
。
し
か
し
、
夢
覚
め
ぬ
順

子
は
、
う
だ
つ
の
あ
が
ら
ぬ
年
下
の
若
い
小
説
家
志
望
の
章
太
郎
が
健

三
の
代
替
だ
っ
た
。
こ
こ
か
ら
道
子
の
妹
利
恵
を
巻
き
込
ん
で
四
組
の

男
女
は
思
わ
ぬ
事
件
か
ら
ミ
ス
テ
リ
ア
ス
に
翻
弄
さ
れ
て
ゆ
く
。 

 

ま
ず
順
子
の
紹
介
で
章
太
郎
が
道
子
の
出
版
社
を
訪
れ
る
。
そ
こ
に

居
合
わ
せ
た
道
子
の
妹
利
恵
は
章
太
郎
に
好
感
を
持
ち
、
結
婚
を
考
え

る
ま
で
進
む
。
健
三
は
社
の
事
業
副
部
長
で
あ
り
、
過
去
を
知
ら
れ
て

い
る
章
太
郎
は
不
都
合
な
男
だ
っ
た
。
ま
た
道
子
は
章
太
郎
に
不
快
感

を
抱
い
て
い
た
。 

 

章
太
郎
を
身
内
に
す
る
こ
と
を
阻
止
し
た
い
道
子
は
、
大
阪
出
張
の

日
に
妹
利
恵
と
の
結
婚
を
破
棄
す
れ
ば
百
万
円
を
渡
す
と
掛
合
う
。
そ

の
夜
、
百
万
円
の
小
切
手
を
持
っ
て
章
太
郎
の
ア
パ
ー
ト
を
訪
れ
る
。

話
は
つ
か
ず
、
金
は
と
っ
た
上
に
道
子
の
父
昇
平
が
社
員
美
佐
江
と
不

倫
関
係
に
あ
り
、
美
佐
江
の
夫
淳
吉
は
同
社
員
で
使
い
込
み
を
。
ま
た
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夫
の
健
三
に
愛
人
が
い
る
と
逆
に
揺
さ
ぶ
っ
た
。
そ
し
て
動
揺
す
る
道

子
に
襲
い
か
か
っ
た
。
必
死
に
抵
抗
し
、
誤
っ
て
殺
し
て
し
ま
っ
た
。

そ
の
あ
と
一
見
何
事
も
な
く
そ
の
場
か
ら
大
阪
へ
立
っ
た
。 

数
日
後
、
殺
人
現
場
に
残
さ
れ
た
指
輪
が
証
拠
と
な
り
順
子
が
逮
捕

さ
れ
る
。
そ
の
指
輪
は
昔
健
三
が
母
の
か
た
み
を
順
子
に
プ
レ
ゼ
ン
ト

し
た
も
の
だ
っ
た
。
新
聞
で
知
っ
た
健
三
は
息
を
の
む
。
章
太
郎
が
殺

さ
れ
た
同
時
間
に
順
子
と
健
三
は
別
れ
話
で
逢
っ
て
い
た
の
だ
。
結
末

は
道
子
の
ア
リ
バ
イ
が
崩
れ
、
順
子
は
こ
ん
ど
こ
そ
健
三
か
ら
離
れ
て

東
京
か
ら
去
る
。 

 

  

本
作
品
は
仮
面
を
被
っ
た
人
間
が
欲
望
を
遂
げ
る
代
わ
り
に
自
ら

が
そ
の
代
償
を
受
け
る
生
き
ざ
ま
を
描
い
た
も
の
と
感
じ
た
。
ま
こ
と

し
や
か
な
仮
面
を
つ
け
た
人
間
が
集
合
す
る
偽
善
的
出
版
会
社
を
舞

台
と
し
て
い
る
。
社
長
の
父
は
早
く
に
妻
を
失
く
し
、
二
人
の
娘
の
た

め
に
も
後
妻
を
迎
え
て
い
な
い
が
、
愛
人
の
肉
体
を
自
分
の
逃
げ
場
所

と
し
て
い
る
。
長
女
道
子
は
父
の
出
版
会
社
を
居
場
所
と
し
て
い
る
が

仮
面
的
存
在
感
で
は
な
か
っ
た
ろ
う
か
。
一
方
芽
の
出
な
い
文
学
青
年

健
三
は
順
子
に
支
え
ら
れ
て
売
れ
な
い
小
説
を
書
い
て
い
た
。
そ
の
後

離
れ
て
い
た
二
人
は
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
と
雇
わ
れ
マ
ダ
ム
の
姿
で
場
末

の
バ
ー
で
偶
然
再
会
す
る
。
そ
の
時
、
順
子
は
健
三
と
の
夢
の
続
き
を

章
太
郎
に
み
る
こ
と
で
し
か
生
き
て
い
ら
れ
な
か
っ
た
の
だ
。
こ
こ
に

見
ら
れ
る
人
間
の
愛
情
を
炙
り
出
す
表
現
は
、
人
が
持
つ
性
（
さ
が

）

を
放
出
さ
せ
て
い
る
。 

 
 

 

監
督
増
村
保
造
は
第
１
作
『
く
ち
づ
け
』
１
９
５
７
年
か
ら
女
性
の

体
内
か
ら
発
す
る
火
を
描
く
こ
と
で
、
生
々
し
い
人
間
を
ス
ク
リ
ー
ン

に
誕
生
さ
せ
る
。
そ
こ
が
唯
一
無
二
だ
と
し
て
い
る
と
感
ず
る
。 

登
場
す
る
仮
面
的
人
間
の
中
で
順
子
だ
け
は
愛
が
す
べ
て
の
女
を

生
き
て
い
る
。
深
く
愛
に
生
き
る
順
子
を
演
ず
る
岡
田
茉
利
子
が
最
も

存
在
感
を
放
っ
て
い
る
。
『
秋
津
温
泉
』
１
９
６
２
年
で
観
た
滅
び
ゆ

く
旅
館
の
娘
新
子
と
重
な
っ
た
。 

                    
 
 
 


